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上部期間以外は扶桑町社会福祉協議会事務局へ直接お問い合わせください。

令和５年２月24日（金）扶桑町総合福祉センターにて、「災害立ち上げ講習会」を開催しました。
町内の防災関係の団体などたくさんの方が参加され、災害ボランティアセンターについて学びま

した。（開催には「NPO法人レスキューストックヤード」にご協力いただきました。）

みなさまからいただいた会費の使い道(一部)紹介！

������������������災害時に向けての講習会を開催しました

被災者・被災地を主体としながら、ボランティアの協力を得て、地域の復興につなげていくこと
を目的とした、災害時に設置されるセンターであり、被災地での災害ボランティア活動を円滑に進
めるための拠点です。

災害ボランティアセンターとは

講習会では、全国で災害時の被災者活動を行っているNPO法人レスキューストックヤード代表理事
の栗田暢之氏にご登壇いただきました。熊本県での災害ボランティアセンターの様子や大規模災害時
の被災者支援の経験談をご講演いただきました。
全国で、毎年のように災害が起きております。これまで多くの地域住民の方々や広域のボランティ

アの方々が復旧・復興に向けた活動をすすめてこられたことで、災害ボランティアセンターが社会に
周知されつつあります。
社会福祉協議会は、被災地に応援に駆けつけてくださる方々も支援を求める方々も誰ひとり取り残

さない活動を推進して参ります。
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令和５年１月22日（日）にぎふ清流文化プラザで行われた、ぎふ☆SHOW☆フェスタにボランティア団体
笑夢さんが支援する障がい者グループ友舞さんが出演されました。
当日のイベントでは１部から３部制で当団体は、第２部（みんなでパフォーマンスの部）に出演され、感謝
状を受賞されました。
当日出演された兼松さん、高木さん、山内さんは「最初は慣れないダンスやセリフを覚えることが難しいと
感じる場面も多くあったが、練習を重ねて行くうちに楽しさを感じることができました。また、貴重な経験が
でき感謝の思いでいっぱいです。」との感想をいただきました。

【報告】ボランティア団体笑夢と共に障がいグループ友
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ぎふ☆SHOW☆フェスタに出演しました!!

愛知県社会福祉協議会の主催により、福祉活動やボランティア活動について、児童・生徒から336編の福
祉体験作文が寄せられ、その結果、27編の優秀作品が選ばれました。扶桑町からは６名の方が応募されま
したので、柏森小学校４年安藤樹生さんの作文をご紹介します。

※令和４年度の学年です。

����������������������令和４年度「福祉体験作文コンクール」作品紹介
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詳細は扶桑町社会福祉協議会までお問合せください。 電話：0587-93-4300 FAX：0587-93-4349

ボランティア活動保険
����������������������������安心･安全な活動のためにボランティア保険に入りましょう！

1 名あたりの年間保険料 Aプラン Bプラン Cプラン

基本プラン ２５０円 ３００円 ５００円

天災プラン ４００円 ５００円 ８００円

福祉サービスを利用したいけれど、手続きの仕方がわからない。銀行に行ってお金を下ろしたいけれど、自
信がなくて誰かに相談したい。毎日の暮らしの中には、さまざまな不安や疑問、判断に迷ってしまうことがた
くさんあります。
日常生活自立支援事業は、このような場合に、福祉サービスの利用手続きや、金銭管理のお手伝いをして、
地域で生き生きと安心して暮らせるようにサポートします。

ご利用できる方は･･･ 認知症高齢者、知的障害者、精神障害者などで、判断能力が不十分な方が対
象になります。

サービスの内容

ボランティア活動保険は、国内でのボランティア活動中（往復途上含む）の事故に対して保証する保険です。
プランによって、保障される金額が変わります。
【例】・ボランティア活動中に転んでケガをした。・ボランティアに向かう途中、交通事故にあった。

・活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒になった。

●福祉サービス利用援助
様々な福祉サービス利用に関する相談・情報提供を行います。

（利用料）
1回 1,200 円

●日常的金銭管理サービス
生活に必要な預貯金の出し入れ、年金や福祉手当等の受領に必要な手続きを行います。

※生活保護受給世帯
は免除されます

●書類等預かりサービス
通帳や印鑑、証書等の大切な書類を保管・管理します。
※預かりサービスのみの利用はできません

（利用料）
年間 3,000 円
（月間 250円）

※医療（治療方法・入院・手術など）の同意、消費契約の取り消しは行いません。

（1）複数のボランティア活動をする場合、一度の手続きで他の活動も対象になります。
（2）天災プランとは、ボランティア活動中の地震、噴火、津波に伴い、生じた事故などを対象にした保険となり

ます。（災害ボランティア活動など行う際に加入推奨）
※ボランティア行事用保険もあります。
◎手続きをする際は、扶桑町社会福祉協議会にある「加入申込書」に必要事項を記入し捺印の上、保険料を添えて
ご提出ください。

���������日常生活自立支援事業

令和５年１月21日（土）に子ども食堂を開催しました。
当日は、キッチンカー３団体の方々に協力いただき、中学生以下の方にカレーを50円で提供。100人以上
を超える方にお越しいただきました。
また、今回近隣住民方からご提供いただいた食糧を活用（フードドライブ事業）させていただいての開催と
なりました。ご提供していただいた近隣住民の皆さま改めて本当にありがとうございます。
※扶桑町社協ホームページにて写真の掲載をしております。

【開催報告】

お問い合わせは 扶桑町社会福祉協議会 電話：93-4300 まで

子ども食堂を開催しました!!
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善意のご寄附
（社会福祉協議会へ）

ご 氏 名 寄附内容 ご 氏 名 寄附内容
さくら 様 13,000 円 扶桑町高雄小学校昭和26年３月卒業生一同 様 10,386 円
某 様 10,000 円 某 様 5,000 円
某 様 5,000 円

ありがとうございました。

（１月１日～２月28日・順不同）

�������ご利用ください

心配ごと相談

法 律 相 談

声の広報

※予約（４月分は４月３日から、５月分は５月１日から）
が必要です。初めての方を優先させていただきます。
弁護士が、法律に関する専門的な相談に、無料で応
じます。
相談日／４月24日(月）・５月22日(月）
時 間／午後１時30分～４時30分
場 所／扶桑町総合福祉センター２階相談室

この「ふそう福祉だより」、「広
報ふそう」、「議会だより」をCD
に録音し、ご要望の方に貸し出し
ています。
“朗読グループあいうえお” の
皆さんの協力を得ています。

※予約ができます。
予約された方を優先とさせていただきます。

生活の中の困りごとや人間関係、心に引っかかって
いること等、お話してみませんか？ 地域に密着して
いる民生委員、保護司、行政相談委員や人権擁護委員
等が応じます。ご活用ください。
相談日／4月7日(金）･21日(金）･5月12日(金)･19日(金）
時 間／午後１時30分～４時30分
場 所／扶桑町総合福祉センター２階相談室

お詫びと訂正
ふそう福祉だより2月号No.155におきまして、記載に誤りがありました。
読者の皆さまならびに関係各位にご迷惑をお掛けしたことをお詫びするととも
に、ここに訂正させていただきます。正しくは以下の通りです。

誤）扶桑町グランドゴルフ協会様
正）扶桑町グラウンドゴルフ協会様


